






要約 

正常新生児の再分極過程を体表面電位図(以下 T-MAP)を用いて検討を加えた。 

1)その結果,新生児期の T-MAP は再分極過程により,3 型に分類可能であった。 

2)T-MAP の 1型は心電図上右側胸部誘導の T波が陽性の場合,2型は T波が 2相性の場合,3

型は T波が陰性を示す場合と考えられた。 

3)出生時より生後 7 日までに,1・2・3 型の順に経時的に変化し,年長小児や成人とは異な

る特徴を有していた。 

4)これらの T-MAP の経時的な変化は,卵円孔閉鎖や動脈管閉鎖などの循環動態の変化によ

る影響が関与しているものと推察された。 


